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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
少なくとも１の排出ブレード(４)を具え、放出口(１４)を具えるハウジング(１)内に装着
され、回転駆動する遠心輪(３)を有する遠心式排出機において、少なくとも１の排出ブレ
ード(４)が遠心輪(３)で回動可能に支持されており、排出ブレード(４)の所定の回動角度
の変化を遠心輪(３)の回転角に依存させる手段を具え、当該手段が、第一の回転角領域(
α)にあっては排出ブレード(４)の回動(１５)が回転方向(９)に向き、更なる回転角領域(
β)にあっては排出ブレード(４)の回動(１６)が遠心輪(３)の回転方向(９)と逆向きに作
用し、そして放出口(１４)は、放出口は、望ましくは第一の回転角領域(α)の端部に、ま
たは端部に向いて遠心輪(３)の接線方向に繋がっていることを特徴とする遠心式排出機。
【請求項２】
請求項１に記載の遠心式排出機において、前記少なくとも１の排出ブレード(４)が二腕レ
バーとして形成され、内側に伸びたレバーアーム(８)が強制ガイドと連動するものである
ことを特徴とする遠心式排出機。
【請求項３】
請求項１又は２に記載の遠心式排出機において、前記強制ガイドは前記アーム(８)のピン
(１０)と連動する一のガイドトラック(１２)を具えることを特徴とする遠心式排出機。
【請求項４】
請求項１乃至３のいずれか１項に記載の遠心式排出機において、前記ガイドトラック(１
２)が前記遠心輪(３)の回転軸(２)に対して偏心していることを特徴とする遠心式排出機
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【請求項５】
請求項１乃至４のいずれか１項に記載の遠心式排出機において、前記排出ブレードが、望
ましくは角度を付けて配設されており、外側に伸びたレバーアームが遠心輪に対して半径
方向になる位置においては、このレバーアームが放出口の軸線とほぼ９０度の角度をなし
ていることを特徴とする遠心式排出機。
【請求項６】
請求項１乃至５のいずれか１項に記載の遠心式排出機において、前記遠心輪(３)がロータ
リ式除雪機のスパイラルコンベヤに接続されていることを特徴とする遠心式排出機。
【請求項７】
請求項１乃至６のいずれか１項に記載の遠心式排出機において、前記遠心輪(３)が農作業
用車輌とりわけトラクターの末端動軸に連結可能な駆動軸に連結されていることを特徴と
する遠心式排出機。
【請求項８】
請求項１乃至７のいずれか１項に記載の遠心式排出機を具えるロータリ式除雪車。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　この出願は、少なくとも１の排出ブレードが装着された遠心輪を具え、該遠心輪が放出
口を具えるハウジング(１)内で支軸されて回転駆動される遠心式排出機に関する。
【０００２】
　このような遠心式排出機は様々な分野で用いられており、とりわけ農業および林業の分
野では、収穫機や樹皮剥取装置その他に用いることが知られている。このような独立した
機械装置に並んで、トラクターや他の農業機械に連結して使用でき、これらのエンジンに
よって駆動されるる追加型装置も公知である。この関連では、例えばトラクターや小型パ
ワーショベルに連結されるロータリ式除雪機も公知である。
【０００３】
　ロータリ式除雪機は通常車輌前方位置に取付けられ、その軸線が車輌の軸線と並行であ
る掻取りドラムを具えている。ほとんど車輌全幅にわたる掻取りドラムにはスクレーパと
なる板が渦巻き状に取付けられていて、それは雪を掻き取るために鋸歯状となっていおり
、雪の掻取りと同時に投雪装置へ雪を搬送する役目も果たす。投雪機が掻取りドラムの中
央部に装備されている場合には、スクレーパ役の板から成るスクリューが、二つの部分に
別れて対嘗性（ｃｈｉｒａｌｉｔｙ）をもって正対している。水平方向の搬送はアルキメ
デスポンプと同様に機能し、ドラム全幅に亘って掻き取った雪が中央に移送される。そこ
に投雪機が配置されており、中央に運ばれた雪を投げ飛ばす。投雪器はこの場合遠心式排
出機で構成することができ、冒頭に述べたとおり、少なくとも一つの排出ブレードが付い
た遠心輪を具える。ここではもちろん自然法則に則って、排出率は遠心輪もしくは個々の
排出ブレードの周速に依存しており、とりわけ与えられるトルクに依存する。
【０００４】
　農機具等とりわけトラクターの末端動軸で得られる回転数は、通常、減速装置を用いて
、遠心分離器とりわけロータリ式除雪機との連結に適した回転数となるように減じられる
。従って、公知のロータリ式除雪機においては、トラクターから与えられる末端動軸の回
転数が毎分２２００回転から毎分１１００回転に減速されるのが普通であり、その結果、
末端動軸から得られるロータリ式除雪機の遠心式排出機用のトルクが二倍に高められるこ
とになる。しかしながら、公知の遠心式排出機では、これ以上の減速とそれに伴う更なる
トルクの増大は、それによって生じる回転数の低下によって、必要な投雪能力を確保でき
なくために、不可能である。
【０００５】
　本発明は、同じ駆動条件において排出能力を高めた遠心式排出機を提供することを目的
とするものである。
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【０００６】
　この課題を解決するために、冒頭に述べたタイプの遠心式排出機は本質的に次のとおり
特徴付けられるものである。すなわち、少なくとも１つの排出ブレードが遠心輪に回動可
能に支持されており、当該排出ブレードの所定の回動角度の変化を遠心輪の回転角に依存
させる手段が設けられており、当該手段は、第一の回転角領域にあっては排出ブレードの
回動を遠心輪の回転方向とし、そして、更なる回転角領域にあっては排出ブレードの回動
が遠心輪の回転方向と逆向きになるように作用させるものであり、そして放出口は、望ま
しくは第一の回転角領域の端部に、または端部に向いて遠心輪の接線方向に繋がっている
ことを特徴とする。排出ブレードが遠心輪に回動可能に支持されているため、排出ブレー
ドの回動に際して、遠心輪の回転数が同じであれば排出ブレードの周速を高めることがで
き、結果として排出能力が向上する。この目的のために本発明においては、排出ブレード
の所定の回動角度の変化を遠心輪の回転角に依存させる手段が設けられており、そこでは
、第一の回転角領域にあっては排出ブレードの回動が回転方向を向き、そして、更なる回
転角領域にあっては排出ブレードの回動が遠心輪の回転方向と逆向きになるように作用す
る。このような個々の排出ブレード回動動作の制御において、第一の回転角領域にあって
は排出ブレードの周速の上昇、そして更なる回転角領域にあってはこれに反して排出ブレ
ードの周速の減少が達成されることとなる。
【０００７】
　この場合、望ましくは第一の回転角領域の端部に、または端部に向いて放出口が遠心輪
の接線方向に繋がっているものであり、そこでそれぞれの排出ブレードの周速が増加し、
あるいは最大になり、相応に高まった速度で排出対象物が排出されることになる。
【０００８】
　つまるところ、排出ブレードの周速が遠心輪の回転数のみで左右されるのではなく、上
述したとおり排出ブレードの追加の回動動作によって必要な程度に高めることができるた
め、本発明の構造によれば、遠心輪の回転数を従来型の構造のものよりも低く設定するこ
とができる。例えばトラクターの毎分２２００で回転する末端動軸に遠心式排出機を連結
した場合にはその四分の一、すなわち毎分５４０回転までの減速が可能である。これによ
ってトルクが四倍になる結果、遠心式排出機の排出能力は相応に向上し得ることとなる。
トルクの増大によって、例えば遠心輪に配置する排出ブレードの数を少なくすることも可
能になり、結果としてより高い充填効率が達成されて、単位時間当りにより多くの量の排
出対象物を排出することができるようになる。
【０００９】
　ここで排出力を特に効率面で効果的にするために、排出ブレードが角度を付けて配置さ
れていることが好ましく、従って、外側に伸びたレバーアームが遠心輪に対して半径方向
になる位置においては、このレバーアームが放出口の軸線とほぼ９０度の角度で交差すこ
とが望ましい。
【００１０】
　排出ブレードの回動のとりわけ簡単な制御は、望ましい実施例によれば、少なくとも１
本の排出ブレードが二腕レバーとして形成され、内側に伸びたレバーアームが強制ガイド
と連動することによって達成される。強制ガイドはここでは、レバーアームに付けられた
ガイドピンと一緒に作動するガイドトラックを具える。ここでは特に摩擦損失を少なくし
て結合され、ガイドトラックが遠心輪の回転軸に対して偏心して伸びている構造がとりわ
け有利である。このような構造の更なる利点は、偏心量の調整が簡単に排出ブレードの回
動角度の変化に影響するという点である。
【００１１】
　上述したとおり、本発明による遠心式排出機のとりわけ望ましい適用分野はロータリ式
除雪機にあり、それゆえ遠心輪がロータリ除雪機のスパイラルコンベヤに繋がっているこ
とが有益である。
【００１２】
　最後に、遠心式排出機用の駆動力を簡単に提供する好ましい実施例では、遠心輪が農作
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【００１３】
　図面に模式図として記載された実施例に基づいて、以下に本発明を説明する。図１は、
本発明による遠心式排出機の断面を示し、図２は遠心輪の詳細を、図３と図４は、偏心し
たガイド部分の詳細を示している。
【００１４】
　図１では、遠心式排出機のハウジングに符号１が付されており、この中で遠心輪３が回
転軸２を中心に矢印９の方向に回転するよう支軸されている。当該遠心輪は複数の排出ブ
レード４を具えており、それぞれが軸５を中心に遠心輪３上を双方向矢印６に回動させる
べく関節のように支軸されている。排出ブレード４は二腕レバーとして形成され、外側に
伸びたレバーアーム７が本来の役割である排出を担い、内側に伸びたレバーアーム８はそ
れぞれ、とりわけ第２図において見られるとおりガイドピンもしくは軸受１０を具える。
ガイドピン１０は、ガイド部分１１の環状ガイドトラック１２に案内されており、ガイド
トラック１２は遠心輪３の回転軸２に対して偏心した状態に配置されている。当該ガイド
部分は貫通孔１３を具えており、遠心輪３を回す駆動軸がそこを通るようになっている。
当該遠心輪が矢印９方向に回転するように設定されると、排出ブレード４は次のような動
きをする。第一の回転角領域αにあっては遠心輪３の矢印９方向への回転中に、中立ポジ
ションから矢印１５が示す前方方向に排出ブレード４が進み始めるように動くことで、排
出ブレード４の周速が遠心輪３に固定されている状態と比べて上がる。排出ブレード４の
周速は符号１７で示す地点で最大となり、そこで排出対象物が矢印１８方向に放出口１４
を経て排出される。これ以降の更なる回転角領域(β)にあっては、排出ブレード４の回動
は矢印１６で示す復帰回動となり、この領域においては、排出ブレード４の周速は遠心輪
３に固定されている状態と比べて低くなる。

【図１】 【図２】
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